
核となる体験活動の実際【第１学年の実践】 
 

１ テーマ 
  「ひろがれ えがお」  

 

２ 目 標 

 ○ 家族のことや自分でできることを考え、実践したことをまとめたり表現したりすることができる。 

○ 家庭生活は、家族の温かさや家族の仕事によって支えられていることや、自分も家族の一員とし

て役に立っていることに気付くことができる。 

○ 家の人や地域の人にむかしからの遊びを教えてもらって、楽しく遊んだり交流したりしてかかわ

りの楽しさに気付くことができる。 

 
３ 第１学年で目指す基本的・汎用的能力を身に付けた児童の姿 

人間関係形成・社会的能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力 
あいさつや返事をすること

ができる。 

きまりを守ろうとすること

ができる。 

自分のことは自分でする

ことができる。 

係や当番活動に取り組み、それ

ぞれの大切さに気付くことがで

きる。 

  

４ 活動の実際 

  ○ 核となる活動 1 

 学習内容及び活動 

課
題
に
出
会
う 

１ 家族のいろいろなえがおを思い出し、自分もえ
がおが増やせるような仕事に挑戦しようとする意
欲をもつ。 

 
 

 ○ 自分のシューズあらいを行う。 

 ○ これまで家族がどんな時に喜んでくれた

のかを思い出す。 

  

 

 

 

   

◎ 児童の感想 
   ・おしごとっていっぱいあるんだな。 

   ・たいへんそうだからおてつだいしよう。 

   ・つかれているなか，しごとをして，おうちのひと

はすごいとおもった。 

 ○ 自分が取り組みたいことを決める。 

 

２ 喜んでもらえる仕事を自分で見つけ、やってみ
ようという意欲をもち、工夫をしながら実行する。 

 ○ 家庭で自分達が考えたことを実践する。 

【家族にこにこ大作戦パート１】（時間外） 

 

 

 
○ 実践を振り返る。    

 ○ ゲストティーチャーから仕事のこつや工夫を
学ぶ。 

○アンケートの結果を紹介すること
で、家の人の笑顔を見つけたいとい
う意欲をもつことができるように
する。 

○ 家族が「にこにこ」する場合とし
て、次の３つに分類しながらまとめ
ていく。 

 ① お手伝いをする 
 ② 自分のことは自分でする 
 ③ 家族が楽しくなることをする 

・懇談会で保護者に説明を行うこと
で，取組についての理解を図り，
支援をしてもらう。 

・意欲が継続するように，朝の会等
で取組の様子を紹介する。 

・学級通信を通して，保護者への理
解を深める。 

・学級内で，お手伝いをしている児
童を称賛し，意欲の向上を図る。 

・お家の人の仕事探しをする。 

・自分達がいろいろな手伝いをしたことにより，家

族が喜んでくれたことを想起する。 

・見つけた仕事を発表する中で，たくさんの仕事が

あることに気付かせる。 

 

かぞくみんながえがおになることをかんが

えよう。 

・がんばりカードを配付し，１週間自分の決

めたお手伝いに挑戦する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ パート１とパート２の気付きの変容 

 A 児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課
題
解
決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家の人をもっと笑顔にするために、計画を立

てる。 

○  計 画 を 立 て た こ と を 実 践 す る 。        

【家族にこにこ大作戦パート２】（時間外） 

○ 実践を振り返る。 

    

 

 

 

 

 

 ◎ 児童の反応 

  ・洗濯物のはしとはしをそろえることが大切 

だと分かった。 

  ・はやくたたむためには，毎日続けることが 

大切だと思った。 

  ・それぞれのおうちで，たたみかたがいろい 

ろあるということが分かった。 

 

ま
と
め
る
・
伝
え
る 

３ 友達と仕事を紹介しあう中で、してみたい仕事

を見つけたり、友達の良いところに気付いたりす

ることができる。 

 

 ○ 発表会の準備をする。  

    

○ 「家族にこにこ大作戦」発表会をする。 

         

 

 

 

 

 

 ◎ 児童の反応 

  ・たくさんのこつや秘密を知ることが出来て

嬉しい。 

  ・授業が終わっても，お手伝いを続けたい。 

  ・お家の人のえがおがたくさん見られた。 

  ・お家の人に喜んでもらえて嬉しかった。 

・コツや，やり方の秘密をワークシートにま

とめる。 

・ワークシートをもとに感想や質問を発表し

合う。 

 

・保護者からの手紙を児童に読ませることで、

家族の役に立っていることや自分の成長に気

付くことができるようにする。 

・前時の学習を振り返る。 

・洗濯物を実際にたたませる。 

・ゲストティーチャーの実演を VTR で視聴

する。 

・ゲストティーチャーに登場してもらい，気

付いたことや質問を発表する。 

・個人で洗濯物をたたむ。 

・ゲストティーチャーの話を聞き，実演を実

際に見る。 
 

○ ゲストティーチャーの実演を
見ることによって、自分との違い
を考えるとともに名人になるポ
イントを見つけることができる
ようにする。 

○ ゲストティーチャーがたたむ
時間も計っておくことで、自分の
たたみ方と比較することができ
るようにする。 

○ ゲストティーチャーの話や実
演から、名人になる３つのポイン
トをまとめ、そのポイントを意識
させながら実践させる。 

○ ペアで実践し、友達の良いとこ
ろをお互いに見つけあい、たたむ
コツを交流しあいながら意欲を
高めることができるようにする。 

 

○ ゲストティーチャーの実演を
見ることによって、自分との違い
を考えるとともに名人になるポ
イントを見つけることができる
ようにする。 

○ ゲストティーチャーがたたむ
時間も計っておくことで、自分の
たたみ方と比較することができ
るようにする。 

○ ゲストティーチャーの話や実
演から、名人になる３つのポイン
トをまとめ、そのポイントを意識
させながら実践させる。 

○ ペアで実践し、友達の良いとこ
ろをお互いに見つけあい、たたむ
コツを交流しあいながら意欲を
高めることができるようにする。 

 



○ 核となる活動２ 

  

 学習内容及び活動 

課
題
に
出
会
う 

１ テーマについて話し合う。 

 

 ○ 季節の遊びを振り返って冬の遊びでし

たことのあるものを出し合う 

 

 ◎ 児童の反応 

   ・冬休みにお父さんとたこあげをした。 

・いとことすごろくをした。 

・家族でカルタをした。 

   ・トランプをした。 

 

２ 学校にある道具を使ってむかしからの遊び

をやってみる。 

 ◎ 児童の反応   

・楽しい。 

   ・なかなかうまくできないな。 

   ・どうやって遊ぶのだろう。 

   ・はじめてやってみた。 

３ 学習課題を決めよう。 

 

   

 

◎ 児童の反応 

・ぼくのおじいちゃんはこま回しが上手だっ

た。 

  ・おばあちゃんとお手玉をしたら上手だった

よ。 

  ・おじいちゃんやおばあちゃんに教えてもら

おう。 

４ 計画を立てよう  

 

 

 

 

 ○ どんな遊びを一緒にしてもらうか話し合う。 

◎ 児童の反応 

   ・こまをおしえてほしい。 

・おはじきってどうやって遊べばいいか教

えてほしい 

○ どんな準備をすればよいか話し合う。 

◎ 児童の反応 

   ・はじめの言葉を言う人を決めよう。 

   ・お礼の言葉を言う人を決めよう。 

・お礼のプレゼントをしよう。 

むかしからの遊びにちょうせん 

もっと上手にできるようになるにはどう

したらよいか考えよう。  

○ こま回し、おはじき、お手玉、あ

やとり、めんこ、ゴムとび、けん玉

の７つの遊びを教えてもらう計画を

立てた。 

家の人やおじいちゃんおばあちゃん方と

一緒にむかしからの遊びに挑戦する計画を

立てよう。 

・自分が知っている遊びを発表し合

う。 

・冬休みにやった遊びを発表し合う。 

・本を見たり、友だちの発表を聞い

たりしてやってみたい遊びを出し

合う。 

・学校にある竹とんぼ、まり、けん

玉、あやとり、こま回し、おはじ

き、お手玉、めんこなどを使って

むかしからの遊びを一通り経験さ

せる。 

○ 自分たちで組み立てたぐにゃぐに

ゃだこを運動場で揚げた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

（ア）自己評価より（※3 段階 ◎～よくできた  ○～だいたいできた  △～もう少しだった） 

○ 振り返りカードの結果 

児童の自己評価を見ると、上の 3 つの項目については、◎と○がほとんどであり、意識が高まった

ようである。ただキャリアプランニング能力については、△を付けた児童が他の項目に比べると多か

った。△を付けた児童にそのわけを聴いてみたところ、ワークシートにうまく絵をかくことができな

かったということであった。 

（イ）成果と課題 

  ○ お手伝いに関して学校と家庭が協力して様々な実践を通して、児童は自分も家族の一員であること

に気付き、意識を高めることができた。 

  ● お手伝いに関してのアンケートの結果をみると、今もお手伝いを継続している児童も多く全体とし

て児童の意識は高まってきたが、もうお手伝いをやめてしまった児童も少しいたので更に、継続して

支援していくことが必要である。 

○ 友だちとむかしからの遊びを経験することにより、実際にコミュニケーションをとりながら遊ぶこ

との楽しさや大切さに気付くことができた児童が多かった。 
○ 道徳では、外部講師を活用しての授業実践を行い、自分たちは、回りの人にお世話になっているこ

とに気付き、感謝の気持ちをもたせることができた。 

○ キャリア教育年間計画に沿って学年で協力して計画的そして意図的に実践することができた。 

○ 核となる活動以外でも 1 学期にしろやま支援学校の先生を招いて学年全体で聴覚に障害についての

理解を深めることができた。さらに歯科の矯正のための器具を装着している児童についても学年集会

の場で話をすることにより障がいがある人やいろいろな事情がある人に対する児童の意識が高まった。 

課
題
解
決 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
め
る
・
伝
え
る 

５ むかしからの遊びに挑戦する。 

 ※ 今回はインフルエンザが流行したため、保護

者に来て頂きことができなかった。体育館でお

手玉、おはじき、ゴムとび、めんこの 4 つの遊

びを学年全体で体験した。 

◎ 児童の反応 
   ・おはじきをたくさんとれてうれしいな。 

    ・友だちと遊んで楽しい。 

・先生たちはいろいろな遊びを知っているんだな。 

・ゴムとび難しかったけど少しできるようになって

うれしいな。 

６ 活動のまとめをする。 

 ○ 気付いたことや思ったことをまとめる。 

○ ワークシートをもとにして発表し合う。 

◎ 児童の反応 
・おはじきで「３６こもとってすごいね。」と友だ

ちが言ってくれたのがうれしかった。 

・先生は、めんこをひっくり返していたのがすごか

った。 

・楽しかった。もっとしたかった。 

・いえでもう一回やってみよう。 

振
り
返
り 

７ 自己評価を行う。 

○ 振り返りカードで「むかしからのあそびにちょう

せん」の学習を振り返って自己評価を行う。 

評価項目 
自己評価（％） 

◎ ○ △ 

人間関係形成・社会的能力 
大きなこえであいさつしたりおれいをいったり

することができた 
７１ ２７ ２ 

自己理解・自己管理能力 ルールやマナーをまもることができた ８２ １７ １ 

課題対応能力 さいごまでたのしくかつどうすることができた ８６ １２ ２ 

キャリアプランニング能力 
たのしかったことやわかったことをワークシー

トにかくことができた 
７７ １８ ５ 


